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肱川の恵み⑥ 〔養蚕〕
蚕糸業は、明治維新以降、 日本の近代化を支える基幹産業として発展しました。大洲地方でも、はんら

んする肱川が運び込む肥沃な土壌が桑畑に最適とされ、盛んに養蚕が行われ、製糸業が発達しました。大

洲で作られた生糸は 「伊予生糸Jと呼ばれ、その優れた品質によって皇室御用達をはじめ、伊勢神宮式年
遷宮御用達となるなど全国に名声を博しました。このころの大洲の町は、あちらこちらに白壁の蔵が立ち、

多くの製糸会社が設立され活気に満ちあふれていました。戦後になって、蚕糸業は、生活様式の変化や貿

易の自由化などの影響を受け、大59¥1¥1でもピーク時3千数百戸を数えた養蚕農家が、今やわすか26戸となり

ました。私たちは、この蚕糸業が大別|の発展にい力、に大きな役割を果たした力¥を忘れてはなりません。

今月号のみどころ

o子どもたちの心にきらめきを …P 2 
0福祉に関する手当制度 …………P 3 
0新しいミス大洲が誕生しました

…....p 4 ~ 5 
0大洲市役所・市立大洲病院
職員募集 ……...・H ・...・H ・H ・H ・.p8 

0広報おおずが500号を迎えました
・・・H ・H ・...P9 

今月の納税は ) r 
市民 の 動き

平成9年5月30日現在

固定資産税 2期
人 口 39，135人 ( +41) 

男 18，681人 ( +32) 

国民健康保険税1期 女 20，454人 (+ 9 ) 

世帯数 13，982世帯 ( +28) 

納期は 7月31日です J I面積加 99平方キロメトル



7月号'97 広報ああず

。
子どもたちの心にきらめきを

/'. 

、:

。平成9年度より子供を安心して生み育

楽しくのびやかな育児のできるまちづくりをめ

ざして母子保健事業を推進しています。

大洲市では、

て、

母
子
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
平
成

九
年
度
か
ら、

市
町
村
が
妊
婦
か
ら

乳
幼
児
に
関
し
て

一
貫
し
た
母
子
保

健
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
洲
市
の
母
子
を
取
り
巻
く
現
状

を
み
る
と
、
少
子
化
・
核
家
族
化
や

働
く
女
性
の
増
加
、
市
中
心
部
に
お

け
る
地
域
社
会
の
連
帯
感
の
希
薄
が

見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
民
の
声

や
ニ

l
ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
子

供
を
安
心
し
て
生
み
育
て
、
楽
し
く

の
び
や
か
な
育
児
の
で
き
る
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
新
し
い
母
子
保
健

事
業
を
展
開
し
ま
す
。
主
な
母
子
保

健
事
業
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
各

事
業
を
上
手
に
利
用
し
て
、
楽
し
い

育
児
を
し
ま
し
ょ
う
。

主
な
新
規
事
業
・
拡
充
事
業

。
乳
幼
児
発
達
支
援
事
業
(
発
達
相

談
・
遊
び
の
相
談
)

心
身
の
発
育
・
発
達
に
不
安
の
あ

る
子
に
対
し
、

心
理
判
定
員
に
よ
る

発
達
の
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

育
児
に
つ
い
て
不
安
の
あ
る
親
子
に

対
し
、
保
母
に
よ
る
遊
び
の
相
談
を

行
い
ま
す
。

。
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー

仕
事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん
も
参
加

で
き
る
よ
う
夜
間
の
両
親
学
級
を
開

催
し
ま
す
。

。
エ
ン
ゼ
ル
相
談

妊
娠
・
出
産

・
育
児
に
つ
い
て
電

話
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。
(
毎

週
火
曜
日
・
保
健
セ
ン
タ
ー
)

。
妊
婦
一
般
健
康
診
査

・
乳
児
一
般

健
康
診
査

・
三
歳
児
健
康
診
査

実
施
内
容
は
従
来
ど
お
り
で
す
が

実
施
主
体
が
県
か
ら
市
に
移
さ
れ
ま

し
た
。
〔
参
考
に
し
た
市
民
の
声
や
ニ

l
ズ〕

①
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(
妊
婦
、
乳
幼
児
を
も
っ
保
護
者
二

三
九
人
よ
り
)

②
保
育
所
P
T
A
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(
保
育
所
保
護
者
会
六
O
八
人
よ
り
)

③
市
民
二
0
0
0
人
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

0母子健康手帳交付

妊婦 チヤイルドノート発行

※妊婦一般健康診査受診票発行

※乳児一般健康診査受診票発行

。こんにちは赤ちゃんクラフ

〔母親学級 1コース 5固で年2コース)
※パパママセミナー
(夜間両親学級 1~2 固)

。こんにちは保健婦です (訪問〉

出生 0新生児訪問
jイリ¥。

1か月
ろチ 工

3か月

4か月 0 4か月児健康診査
チャイルドノー ト説明

神経芽細胞種検査配布説明

ママ歯革斗教室ー生活相談

望書自
離乳食講習会、試食

10か月 010わ、月児育児相談
親子遊び

歯科相談

! 1 種予防接 接種予防栄養生活相談

歳

1 )歳半 0 1歳 6か月児健康診査
反ツ ナ定医旨むし歯予測度テスト (希望者のみ〕

発達雲
栄養・生活相談

歪
GBC 機療関

3 歳 ※ 3歳児健康診査 = 

※視聴覚精密検査受診券発行 遊ひ
ポ施実で栄養・生活相談

相の談
歯科相談

11 学童期 0集団予防接種ツ反 .BCG 風疹
日本脳炎二種混合

0小児成人病予防対策

思春期

大洲市の主怠星子保健事業の流れ
〈平成9年度 ※新規事業 。拡充事業〉

各事業は医師会ー大洲保健所 各関係機関の協力を得て実施しています

2 

チャイjしドノート

健康診査・個別予防接種1人当りの料金

妊婦一般健康診査 予 日方 接 平重

前期
5，870円 =種混合 4口実施 1回分 5，950円

HBs抗原検査を実施した場合 6，370同 日本脳炎 3口実施 1回分 5，270円

後期
5，870円 麻 疹 固 7，360円

超音波検査を含む 10，870円 風 疹 固 7，370円

乳児一般健康診査 1人当り合計 54，340円

2 回 I 1回分 5，080円 チャイルドノートの中に接種券が入っています

〈上記の料金は市で負担します〉

平成9年度※
各
事
業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
母
と
子
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
各
地
区

の
保
健
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
市
保
健

セ
ン
タ
ー
宮

@
3
7
7
5
ま
で
。
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存
じ
で
す
か
?

福
祉
に
関
す

_，.齢、

、ー

る
手
当
制
度

固
で
は
、
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
福
祉
の
増
進
を
目
的

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
制
度
を
制
定
し
、
県
や
市
を
通
じ
て
適
切

な
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
大
洲
市
福
祉
事
務
所
が
窓
口

と
な
っ
て
い
る
制
度
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
ご
と
に
、
目
的
や
支
給
対
象
、
支
給
方
法
な
ど
が
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
説
明
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
「
現
在
の
状
況
が
い
ず
れ
か
の
制
度

に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
人
は
、
大
洲
市
福
祉
事

務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮
(切

2
1
1
1
(
内
線
1
8
1
・1
8
7
)

障
害
児
福
祉
手
当

川
受
給
資
格

在
宅
で
ニ
疋
以
上
の
障
害
を
有

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ

も
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

一
万
四
千
二
百
七
十
円

特
別
障
害
者
手
当

川
受
給
資
格

在
宅
で
一
定
以
上
の
障
害
を
有

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ

も
特
別
な
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
二
十
歳
以
上
の
人

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
、
医
療
機
関
に
三
カ
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
除

き
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

二
万
六
千
二
百
三
十
円

児
童
扶
養
手
当

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以

外
の
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
受
給
者

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童
(
年
度

内
は
有
効
)
ま
た
は
二
十
歳
未

満
で
一
定
以
上
の
障
害
を
有
す

る
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

的
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
川
父
母
が
死
亡
し
た
児
童

例
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
伺
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

制
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
児
童

例
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

同
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

例
同
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
児
童

凶
請
求
時
効

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

に
至
っ
た
日
か
ら
、
起
算
し
て
五

年
を
経
過
す
る
と
請
求
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

同
手
当
額
(
月
額
)

児
童
一
人
の
場
合
四
万
千
三
百

九
十
円
、
児
童
二
人
の
場
合
四
万

六
千
三
百
九
十
円
、
以
下
一
人
増

す
ご
と
に
三
千
円
ず
つ
加
算
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

的
障
害
児
を
父
ま
た
は
母
が
監

護
す
る
場
合

川
父
母
が
な
い
か
、
父
母
の
い

ず
れ
も
が
障
害
児
を
監
護
し

な
い
た
め
、
父
母
以
外
の
人

が
障
害
児
を
養
育
す
る
場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

ω手
当
額
(
月
額
)

対
象
児
童

一
人
に

つ
い
て

一
級
・
五
万
三
百
五
十
円

二
級

:
三
万
三
千
五
百
三
十
円

在
宅
老
人
介
護
手
当

川
受
給
資
格

居
宅
で
寝
た
き
り
の
状
態
ま
た

は
重
度
の
痴
ほ
う
が
、
六
カ
月
以

上
継
続
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上

の
者
と
同
居
し
、
日
常
生
活
の
介

護
を
し
て
い
る
人

凶
手
当
額
(
月
額
)

七
千
五
百
円

同
現
況
届
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
六
月
に

現
況
屈
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

同
申
請
手
続

申
請
書
、
住
民
票
謄
本
を
用
意

し
て
所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
人
は
、
民
生
児
童
委
員

ま
た
は
福
祉
事
務
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

各
手
当
に
共
通
す
る
事
項

川
所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

人
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

凶
現
況
届

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
八
月
に
前

年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現
況

届
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

同
申
請
手
続

そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
、

診
断
書
な
ど

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
こ
こ
に
提
示
し
た
手
当
額
は
、
平

成
九
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の
で

す
。

3 
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ママママママママママママママママママママママママ

した会
A
T
しが誕生

ママママママママママママママママママママママママ
ミス大洲選考大会記念行事

A新しいミス大洲に決定した3人

左から大原香織さん(ミス)、篠原篤美さん(ミス代表)、山口恵理香さん(ミス)

五
月
二
十
五
日
旬
、
大
洲
商
工
会
議
所
創
立
五
十
周
年
の
記
念
行
事

と
し
て
ミ
ス
大
洲
選
考
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
本
大
会
に
は
、
市
内
に
住
む
十
三
人
の
女
性
が
出
場
し
、
浴
衣
と

洋
服
で
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、
一
人
す
つ
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
、
自
分
の

趣
味
や
性
格
な
ど
を
ア
ピ
ル
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
ミ
ス
大
洲
代
表
に
篠
原
篤
美
さ
ん

(大
洲
)、

ミ
ス
大

洲
に
大
原
香
織
さ
ん

(田
口
)、

山
口
恵
理
香
さ
ん

(平
野
町
野
田
)
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

ミ
ス
大
洲
代
表
に
選
ば
れ
た
篠
原
さ
ん
は
「
ミ
ス
大
洲
に
選
ば
れ
て

と
て
も
う
れ
し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
て
、
市
の

P
R
に
努

め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

4 

気
分
の
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
も
い
っ
き
り
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
市
内
の
施
設
で
は
次
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

スポーツするなら

こちらへどうぞ

ソ フー フ 弓 貧リ 柔 /¥ /¥ 

フ
徳
イ レ ド

大
卜 、ソ ‘、、、

ボ 卜 ボ ノ、 洲
場

森 ネ ト 市
jレ ス ス 道 道 道 Jレ ノ 所総 . 
公 ..d.. 種グ角、 ~、 c 

市大
※宮大洲大洲 体 目宮立洲

@ 徳市
園 シ@ 市 市若宮 育

. 
1 森 徳キオ木ミ ヤ 6 総 連
1公 ワ 2合

館3 園 v 5体 》
絡1管 設備 5 館育

理
先セ 有

ン
タ
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ママママママママママママママママママママママママ

ス大洲、、、しし、新
ママママママママママママママママママママママママ
大洲商工会議所創立50周年

コ

V
生
年
月
日

V
血
液
型

A
型

V
趣
味
料
理
、
ド
ラ
イ
ブ
、
読
書

V
職
業
大
洲
市
役
所
臨
時
職
員

ー
休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
?

友
達
と
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
ま

す
。
あ
と
料
理
を
作
っ
た
り
と
か
。

|
よ
く
聴
く
音
楽
は
?

B
Z
の
フ

ァ
ン
で
、

ド
ラ
イ
ブ
し

な
が
ら
よ
く
聴
い
て
い
ま
す
。

ー
大
洲
で
好
き
な
と
こ
ろ
は
?

心
の
落
ち
つ
く
臥
龍
山
荘
や
景
色

の
い
い
富
士
山
。
気
分
転
換
に
は

最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

ー
将
来
の
夢
は
?

結
婚
し
て
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
く

こ
と
で
す
。

子
一圃
様

-
一一
の
一一会

、
ι

査審な
一
場
一
華

カ サ ソ 卓 1¥ 1¥ 
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そ
の
他
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
な
ど

の
利
用
は
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
体
育
課
宮
@
2
1
1
1
(
内

線

5
5
2
・
5
5
3
・
5
5
4
)
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5 
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しっかりと

締めるベルトで

ゆとりの笑顔
7月16目-25目

市
内
一
斉
清
掃
は

七
月
二
十
日
目

今
年
も
七
月
第
三
日
曜
日
に
「
郷

土
美
化
運
動
」
と
し
て
、
市
内
一
斉

清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
七
月
二
十
日
間

午
前
七
時
か
ら

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
季
節
に
は
、
県
内
外
か
ら
の

帰
省
客
や
行
楽
客
に
よ
り
交
通
量
が

増
加
し
、
「
過
労
運
転
」
「
暴
走
運
転
」

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
の
多
発
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

道
路
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交

通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
重
点
項
目
】

V
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

「
カ
チ
ツ
1

」
と
い
う
音
が
あ
な

た
の
命
を
守
り
ま
す
。

V
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

最
近
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。
特
に
夜
間
歩
行
中
の

事
故
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

や
子
供
を
見
か
け
た
ら
、
特
に
思
い

【
場
所
】
市
内
の
河
川
、
道
路
、
公

固
な
ど

【
作
業
内
容
】
草
刈
り
、
ご
み
の
収

集
・
除
去
、
下
水
溝
の
清

掃
な
ど

※
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
環
境
保

全
係
宮
@
2
1
1
1

(
内
線
1
6
0
)
ま
で
。

こ
の
清
掃
作
業
以
外
で
も
地
域

活
動
と
し
て
作
業
計
画
が
あ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
環
境
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
恵
ま
れ
た

河
川
は
、
地
域
社
会
に
憩
い
と
潤
い

を
与
え
る
と
と
も
に
、
環
境
づ
く
り
の

や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
夜
間

の
外
出
時
に
は
明
る
い
服
装
で
懐
中

電
灯
や
夜
間
反
射
材
な
ど
光
る
も
の

を
身
に
つ
け
て
、
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
無
謀
暴
走
運
転
の
追
放

若
者
に
よ
る
暴
走
運
転
が
多
く
な

り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
暴
走
運
転

を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

(
大
洲
市
農
業
委
員
会
)

V
農
地
転
用
と
は

農
地
を
住
宅
・
駐
車
場
・
資
材

置
場
・
山
林
な
ど
の
農
地
以
外
の

用
途
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

V
対
象
の
土
地
が
農
地
で
あ
る
か
ど

う
か
は
現
況
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

そ
の
土
地
が
土
地
登
記
簿
上
、

宅
地
・
雑
種
地
と
な
っ
て
い
て
も

現
況
が
田
・
畑
で
あ
れ
ば
転
用
許

可
申
請
が
必
要
で
す
。

V

一
時
的
な
農
地
転
用
に
も
許
可
が

必
要
で
す
。

一
時
的
な
資
材
置
場
・
砂
利
採

取
場
な
ど
に
す
る
場
合
も
農
地
転

用
に
な
り
ま
す
。

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

「川
は
美
し
い
も
の
」
「
親
し
み
の
あ

る
も
の
」
そ
ん
な
考
え
が
十
分
人
々

に
い
き
わ
た
る
よ
う
に
、
毎
年
七
月

を
「
河
川
愛
護
月
間
」
と
定
め
、
河
川

を
常
に
安
全
で
美
し
く
利
用
し
、
管

理
す
る
気
運
を
高
め
る
た
め
の
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
河
川
な
ど
の
清
掃
に
参
加
し
て
、

美
し
い
河
川
を
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

6 

V
農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
毎
月
日

日
ま
で
に
農
業
委
員
会
へ

農
地
転
用
の
許
可
申
請
を
す
る

場
合
に
は
、
所
定
の
申
請
書
の
ほ

か
に
、
転
用
す
る
土
地
の
登
記
簿

謄
本
・
地
番
を
表
示
す
る
図
面
な

ど
の
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

※
農
地
の
転
用
に
は
法
律
に
よ
る

制
限
が
あ
り
、
許
可
申
請
手
続
き

に
は
複
雑
な
部
分
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
2
8
3
)

夏
季
大
学
を
開
催
し
ま
す

|
講
師
は
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん

l

今
年
の
夏
季
大
学
は
、
タ
レ
ン
ト

の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
て
開
催
し
ま
す
。
日
本
事
情

に
通
じ
る
外
国
人
か
ら
見
た
「
ま
ち
」

の
活
性
化
と
そ
の
課
題
な
ど
、
何
か

考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
を
ど
う
ぞ
ご

8月268

期
待
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
八
月
二
十
六
日

ω

開
場
午
後
六
時
三
十
分

開
会
午
後
七
時

{
会
場
}
大
洲
市
民
会
館

{
聴
講
料
}
五
百
円

※
聴
講
券
は
七
月
十
五
日

ωか
ら
市

教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
で
お
求

め
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
社
会

教
育
体
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
5
5
4
)



7月号広報ああず '97

。∞昌箇凪加を2包も巴ロ∞

第14回世川いかだ流し大会
ム募集参加チー

肱
川
流
域
の
私
た
ち
が
、
み
ん
な
で
問
題
意
識
を

よ
み
ガ
え

も
つ
こ
と
、
ガ
、
肱
川
を
蘇
ら
せ
る
第
一
歩
で
す

船大洲青年会議所

ひ
清
流
と
呼
ば
れ
た
肱
川
が
、
今
や

瀕
死
の
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
大
洲
青
年
会
議
所
で
は
、
川
へ

行
か
な
く
な
っ
た
人
々
が
、
川
を
よ

く
知
る
た
め
、
肱
川
の
声
を
聞
く
た

め
に
、
そ
し
て
、
こ
れ
以
上
肱
川
を

汚
し
た
く
な
い
と
実
感
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
「
肱
川
い
か
だ
流
し
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
十
四

回
を
数
え
る
本
大
会
に
、
多
く
の
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

{
主
催
}

社
団
法
人
大
洲
青
年
会
議
所

{
開
催
日
}

七
月
二
十
七
日
間

一
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
}

八
時
j
安
全
チ
ェ
ッ
ク
審
査

九
時
j
開
会
式

九
時
三
十
分
j

ス
タ
ー
ト
(
菅
回
日
成
見
橋
)

ゴ

l
ル
(
柚
木
日
新
富
士
橋
)

十
三
時
三
十
分
j

表
彰
式
・
閉
会
式

【チ

l
ム
編
成
}

健
康
で
水
泳
の
で
き
る
小
学
生
以

上
の
男
女
(
高
校
生
以
下
は
保
護
者

の
承
諾
が
必
要
で
す
)

{
申
し
込
み
方
法
}

申
込
書
を
同
大
洲
青
年
会
議
所
事

務
局
宮
@
7
1
0
7
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付

い
た
し
ま
す
。
添
付
の
申
込
書
に
所

定
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加
料
と

い
っ
し
ょ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

{
参
加
料
}

一
名
に
つ
き
八
百
円
(
傷
害
保
険

料
を
含
む
)

{
申
し
込
み
締
切
り
日
}

七
月
五
日
出

{
参
加
者
説
明
会
}

七
月
五
日
出

受
付
時
間
一
午
後
六
時
j

場
所
一
大
洲
市
民
会
館

三
階
会
議
室

※
各
チ
l
ム
の
代
表
者
は
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

{お
問
い
合
わ
せ

・
資
料
請
求
先
}

社
団
法
人
大
洲
青
年
会
議
所

一T
7
9
5

大
洲
市
大
洲
八
九

一

の
一
大
洲
市
民
会
館
三
階

宮

@
7
1
0
7
-
m
@
5
2
2
5

おおす浪漫祭事務局では、今年も知恵と汗を出

し合いながらおまつりを盛り上げる『まつりボラ

ンティアスタッフJを募集します。

今
年
も
大
洲
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、

十
一
月
三
日
に
肱
南
地
区
の
お
は
な

は
ん
通
り
や
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
な
ど

を
舞
台
に
、
『
お
お
ず
浪
漫
祭
」
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
お
は
な
は
ん

通
り
で
は
、
大
道
芸
や
昔
な
つ
か
し

い
露
庖
、
赤
煉
瓦
館
で
は
レ
ト
口
調

の
雰
囲
気
の
お
庖
な
ど
多
彩
な
催
し

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
お
お
ず
浪
漫
祭
』
は
、

こ
れ
ま

で
に
な
い
新
し
い
大
洲
の
ま
つ
り
と

し
て
、
大
洲
の
持
つ
魅
力
を
強
く
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
と
企
画
を
し

て
進
め
て
き
て
い
る
も
の
で
す
。
大

洲
が
製
糸
・
木
ロ
ウ
な
ど
の
生
産
地

と
し
て
栄
え
た
明
治
・
大
正
の
こ
ろ

の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
、
そ
こ

に
集
う
人
々
が
、
古
き
良
き
大
洲
を

肌
で
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
ま
つ
り

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
い
っ
し
ょ
に

知
恵
と
汗
を
出
し
て
も
ら
う
人
を
募

集
し
ま
す
。
大
道
芸
人
と
し
て
、
あ

る
い
は
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
、
は
た
ま
た
、
赤
煉

瓦
館
や
お
は
な
は
ん
通
り
を
昔
な
つ

か
し
い
雰
囲
気
に
飾
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
な
ど
、
参
加
の
仕
方
は
様
々

で
す
。まち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

{
お
お
ず
浪
漫
祭
事
務
局
}

大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課
ま
ち
づ

く
り
対
策
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
2
2
)

企おおず浪漫祭で活躍するスタッフ企

7 
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市立大洲病院• 大洲市役所

大
洲
市
で
は
、
平
成
九
年
度
職
員

募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

大

洲

市

役

所

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員
、
学
歴
な

と
④
事
務
職
員
〈
大
学
卒
〉
一
人

③
事
務
職
員
〈
短
大
・
高
校
卒
〉一人

。
技
術
職
員
〈
大
学
・
高
校
な
ど

卒
(
土
木
科
専
攻
)
〉
一
人

⑨

保

母

若

干

名

⑤

栄

養

士

一

人

⑦

寮

母

一

人

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
人

②
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
に
居
住

可
能
な
人

③
④
⑤
⑨
⑤
は
、
学
校
を
平
成
九

年
三
月
か
ら
平
成
十
年
三
月
ま

で
に
卒
業

(
見
込
)
の
人

④
@
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
、
又
は

昭
和
五
十

一
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
を
平

成
十
年
三
月
ま
で
に
卒
業
(
見

込
)
の
人

⑤
⑦
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
を
平
成
十
年
三
月
ま
で
に
卒

業
(
見
込
)
の
人

受
付
期
間

六
月
二
十
三
日
j
七
月
十
四
日

※
な
お
⑤
@
⑦
は
、
六
月
二
十
三
日

か
ら
八
月
二
十
二
日
ま
で

そ
の
他受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
(ω
2
1
1
1
(
内
線
3
1
2
)

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種
友
び
人
員

@
臨
床
工
学
技
士

⑤
診
療
放
射
線
技
師

。
理
学
療
法
士

@
助
産
婦
・
看
護
婦
十
二
人
程
度 人人人

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
人

②
採
用
後
、

市
内
又
は
市
立
大
洲

病
院
に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居

住
で
き
る
人

③
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
免
許
を
有
す
る
人
、
又
は
平

成
十
年
前
期
に
免
許
取
得
見
込

み
の
人

受
付
期
間

六
月
二
十
三
日
j

七
月
十
四
日

そ
の
他受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
(
医
療
技
術
職
員
・
助
産
婦

・

看
護
婦
)
採
用
試
験
案
内
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大
洲
病
院

事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

宮
@
2
1
5
1

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

人
生
八
十
年
時
代
の
到
来
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
豊
か
な
老
後
の
所

得
保
障
と
し
て
国
民
年
金
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の

「
国
民
年
金
」
も

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
な
け

れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

長
い
人
生
の
間
に
は
、
病
気
や
ケ
ガ
、

失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
こ
と
も
当
然
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、
国
民

年
金
に
は
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度

8 

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
免
除
さ

れ
る
期
間
は
、
免
除
の
申
し
出
を
し

た
前
月
か
ら
、
そ
の
年
度
の
最
後
の

月
ま
で
の
間
で
社
会
保
険
事
務
所
が

必
要
と
認
め
る
月
ま
で
に
な

っ
て
い

ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。困
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
ま
ま
に

し
な
い
で
、
必
ず
市
民
課
国
民
年
金

係
で
ご
相
談
下
さ
い
。

宮
(切
2
1
1
1
(
内
線
1
1
1
)

簡
易
保
険

の
融
資
で
事
業
を
行
い
ま
し
た

国
民
年
金

大
洲
市
で
は
、

『き
ら
め
き
大
洲
引
|
|
肱
川
に
映
え
る
地
域
中
核
都
市
を
め

ざ
し
て
l

l
」
を
政
策
理
念
に
、
市
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
度
に
は
、
公
営
住
宅
城
山
団
地
建
設
事
業
な
ど
の
公
共
施
設
の
整

備
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
表
に
掲
げ
た
事
業
で
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保

険
積
立
金
や
国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

総事業費 平資(単成金位融8万年資円度額) 事業名
(単位'万円)

公営住宅城山
23，484 6，050 簡

団地建設事業

易保険 林業構造改善
3，609 1，800 

事 業

藤の川簡易水道
13，341 6，510 国 事 業

民

年医療機械器 具
4，105 4，000 金購入事業

企公営住宅城山団地



昭
和
三
十
一
年
四
月
に
創
刊
さ
れ

た
広
報
お
お
ず
が
、
今
号
で
五

0
0

号
を
迎
え
ま
し
た
。
創
刊
以
来
毎
月

一
回
発
行
さ
れ
、
大
洲
市
政
と
共
に

歩
ん
で
来
た
広
報
は
、
常
に
行
政
と

市
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
五

O
O
号
に
よ

せ
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
広
報
お

お
ず
の
利
用
法
・
今
後
の
広
報
、
そ

し
て
大
洲
市
に
望
む
こ
と
な
ど
の
ご

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

j墨田典康さん

(自営業)

7月号

私
は
、
毎
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

よ
く
参
考
に
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
結
果
な
ど

が
細
か
く
掲
載
さ
れ
る
の
が
広
報
の

い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
広
報
に
は
、
も
う
ひ

と
つ
踏
み
こ
ん
で
、
市
民
の
身
近
か

な
話
題
を
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
こ
ん

な
も
の
が
と
い
っ
た
よ
う
な
記
事
も

お
も
し
ろ
い
と
思
う
の
で
す
が
。
ま

た
肱
南
ま
ち
づ
く
り
の
進
み
具
合
な

ど
も
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。

大
洲
市
に
対
し
て
は
、
今
進
め
て

い
る
様
々
な
事
業
を
ぜ
ひ
実
現
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
面
で
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

広報ああず '97

私
は
子
供
が
小
さ
い
の
で
、
休
日

急
患
の
お
知
ら
せ
や
保
健
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
地

域
に
関
す
る
情
報
な
ど
も
う
れ
し
い

で
す
ね
。

今
後
の
広
報
と
し
て
は
、
市
民
の

疑
問
に
答
え
る
コ
ー
ナ
ー
や
川
柳
な

ど
の
投
稿
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
市

民
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
紙

面
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
週

五
日
制
で
増
え
た
休
日
を
楽
し
く
過

ご
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
ど
ん
ど
ん
行
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
の
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
、
若
者
に

対
し
て
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

ん
山
[
昌

芯

経

』
市
ハ

f
?
I占

、、，
u

e

自

噌

S
B

隆

会
野

設

菅

崎

直

私
に
と
っ
て
広
報
は
、
一
番
身
近

な
情
報
ツ
l
ル
と
し
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
市
議
会
の

様
子
、
予
算
の
概
要
、
大
洲
市
の
動

向
な
ど
知
り
た
い
情
報
が
満
載
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
広
報
か
ら
、
大
洲
市
が
今
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

/ 

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り

一
層
の
市
民
参

加
型
の
広
報
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

大
洲
市
に
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
が

今
後
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
る
の
か

を
見
間
違
わ
な
い
よ
う
に
、
市
民
と

行
政
と
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く

り
を
期
待
し
ま
す
。

ん4c

、l'
子

婦

初

主

田

(

栗

大
洲
市
を
市
外
の
友
人
に
紹
介
す

る
時
な
ど
、
広
報
の
様
々
な
情
報
が

役
に
立
つ
の
で
、
私
は
ず
っ
と
広
報

を
綴
っ
て
残
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

文
字
が
詰
ま
り
す
ぎ
て
、
読
み
に
く

い
と
思
う
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

特
に
、
人
名
が
並
ぶ
異
動
の
記
事
な

ど
は
名
前
を
探
す
の
に
ひ
と
苦
労
。

整
理
し
て
見
や
す
い
も
の
に
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
市
民
の
声
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
、
カ
ラ
l
写

真
を
使
っ
た
り
し
た
ら
、
も
っ
と
楽

し
く
見
れ
る
と
思
い
ま
す
。

大
洲
市
へ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
洲

を
訪
れ
る
人
た
ち
の
た
め
に
、
観
光

面
が
も
っ
と
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

今
回
伺
い
ま
し
た
意
見
を
、
今
後

の
広
報
づ
く
り
の
参
考
と
い
た
し
ま

す
。
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

(1)_ __とかのて
000 規新~ 0新八新にら運い愛
構 建 敷模 庁 現 8庁幡庁な新ぴた媛

塔地鉄造一物 地・舎庁 9舎浜舎り庁と八県
屋上骨 O延五面構 の舎 4の市のま 舎な幡が
付七鉄 、面、積造概と@電北所しでり浜移
き階筋 二積九 等 要同 4話浜在た 業、地転
地コ 二 二 }様 1番 1地 。務七方新
下ン 五 六 ~ 1号 1- を月局築
ーク ・ ・ 1 - 3 開七庁工
階リ O 三 | 始日舎事
J 0 ー 37 す(がを
ー ト m2 m2 る月完進
部造 こ)成め

幻
入
居
機
関

七 ームー・ 五 四
地
階ノ、 下

階 階 階 階 階 階 階 級
F管

会
大

議
室

事
務

育普八 出地 建

部
設
イ健音呆
E 

f呆総 公
及セ
幡
浜
納方

健部、 福ヰ務
止

用
室局 車

駐所ン中 旅、
室
長 配

、
タ
1
央
地

iへ県部

量

券
窓、 総

央

幡
j
中
兵 場

車
、域

八農 白書
誌

置幡業 イ呆

浜改 f建

教良 月庁

l八幡浜地方局新庁舎位置図|
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7月号広報ああず '97

大

洲

人

物

列

伝

郷
土
に
命
を
捧
げ
た
政
治
家

今
回
は
、
幕
末
・
維
新
期
の
動
乱
の

中
、
大
洲
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
た

山
本
尚
徳
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
本
向
徳
は
、

一
八
二
六
年
(
文

政
九
)
に
大
洲
藩
士
二
百
五
十
石
の

子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
尚
徳
は
、

弘
化
二
年
に
家
を
継
ん
り
mrゆ
っら
馬
廻

り
勤
、
学
校
澗
説
、
郡
奉
行
を
歴
任

し
、
つ
い
で
執
政
(
家
老
)
と
な
り
、

藩
政
に
あ
た
り
ま
し
た
。
産
業
面
で

ろう

は
、
お
茶
の
栽
培
、
紙
や
蝋
の
生
産

な
ど
を
広
く
推
進
な
ど
、
大
洲
地
方

の
殖
産
興
業
改
革
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
軍
政
に
お
い
て
は
、
啓

行
隊
を
組
織
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

武
士
以
外
の
子
弟
か
ら
も
兵
を
募
集

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
身
分
制
度
の

色
彩
が
強
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
画

期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
近
代
徴
兵
制

度
の
先
駆
を
為
す
も
の
で
し
た
。

一
方
、
藩
外
に
お
い
て
は
、
京
都

・

大
阪
・
長
州
を
往
来
し
、
薩
摩
・
長

川
上
吐
推
勺
ど
各
藩
の
勤
王
の
志
士

(
久
坂
玄
瑞
・
桂
小
五
郎
な
ど
)
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
大
洲
藩
が
、

藩
論
を
勤
王
倒
(
討
)
幕
に
統
一
し
て
、

各
藩
と
並
ん
で
王
政
復
古
に
尽
く
せ

や
ま山

本2奇
ι 市
~ひ骨
固|さ薄

徳gg

山本尚徳の頒徳碑

た
の
は
、
山
本
尚
徳
の
功
績
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

一
八
六
九
年
(
明
治
二
)
第
什

E

択
溝
、
王
加
藤
泰
秋
が
朝
廷
に
、
版
籍

奉
還
(
藩
主
が
土
地
と
人
民
を
朝
廷

に
返
還
す
る
こ
と
)
を
行
っ
た
翌
年
、

尚
徳
は
明
治
維
新
の
功
労
か
ら
大
参

事
に
任
ぜ
ら
れ
、
藩
主
に
変
わ
っ
て

大
洲
の
政
治
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
以
後
、
維
新
政
府
の
指
導
の

下
で
旧
来
の
身
分
秩
序
な
ど
の
風
習

を
破
り
、
諸
改
革
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
社
寺
の
再
建
・
修
復
す
る
こ
と

で
、
民
衆
に
神
を
敬
い
祖
先
を
尊
ぶ

心
を
ひ
ろ
く
も
た
せ
る
こ
と
に
、
力

を
尽
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
洋
文

化
の
輸
入
、
洋
学
の
奨
励
、
留
学
生

の
派
遣
、
種
痘
の
普
及
な
ど
に
も
力

を
尽
く
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
新
事
業
は
、
多
大

な
費
用
を
必
要
と
し
た
こ
と
や
、
当

時
と
し
て
は
余
り
に
も
斬
新
な
改
革

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
民
衆
を
不
安
に

さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
尚
徳
の
政

策
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
悪
い
う
わ
さ

が
流
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
さ
ら
に
火
を
つ
け
た
の
が
、

旧
藩
主
泰
秋
の
上
京
で
し
た
。
泰
秋

を
慕
う
民
衆
は
、
こ
れ
を
尚
徳
の
陰

謀
で
あ
る
と
思
い
込
み
、
つ
い
に
、

明
治
四
年
八
月
徒
党
を
組
み
若
宮
河

原
で
騒
動
を
お
こ
し
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
大
洲
県
で
は
、
官
員

博
物
館
で
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

て
い
る
人
た
ち
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て

い
ま
す
。
遺
品
・
古
文
書
・
写
真
等
何
で

も
結
構
で
す
。
心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

g
@
4
1
0
7

を
派
遣
し
て
手
を
尽
く
し
鎮
静
に
あ

た
り
、
ま
た
泰
秋
自
ら
出
む
い
て
説

得
し
ま
し
た
が
、
効
果
は
な
く
、
民

衆
は
政
庁
に
迫
ら
ん
と
す
る
ほ
ど
の

勢
い
と
な
り
ま
し
た
。

尚
徳
は
つ
い
に
意
戸
決
し
、
騒
動

の
全
責
任
を
お
っ
て
自
刃
(
自
ら
命

を
た
つ
こ
と
)
し
ま
し
た
。
享
年
四

十
六
歳
、
一

九
七

一
年
(
明
治
四
年
)

八
月
十
五
日
の
こ
と
で
し
た
。
尚
徳

の
自
刃
の
報
を
聞
い
た
民
衆
は
さ
す

が
に
驚
き
、
し
ば
ら
く
し
て
解
散
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
大

騒
動
で
一
人
の
死
傷
者
も
出
る
事
な

く
解
決
で
き
た
の
は
、
彼
の
自
刃
と

い
う
尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

後
に
尚
徳
は
、
彼
の
初
績
を
慕
う
人

た
ち
か
ら
同
郷
の
鑑
と
し
て
尊
敬
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

没
後
六

O
周
年
に
あ
た
る
一
九
三

一
年
(
昭
湘
抗
)
八
月
、

山
本
尚
徳

大
参
事
頃
徳
碑
が
、
彼
の
邸
跡
(
現

大
洲
市
立
大
洲
南
中
学
校
)
の
北
西

の
隅
に
建
設
さ
れ
、
山
本
尚
徳
の
功

績
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
を
も
っ
て

終
了
と
し
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で

顕
彰
で
き
な
か
っ
た
先
人
に
つ
い
て

は
、
次
の
機
会
に
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
次
回
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
「
か
わ
ら
版
復
元
大
洲
城
」

を
掲
載
し
ま
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
〈
こ
〈
れ
ん
ね
ん

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年

じょせい

じんけん

女
性
と
人
権

国
内
行
動
計
画
の
重
要
減
題
の
中

の
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

女
推
初
以
権
、
沖
浬
捜
池
に
ちのいん
で

は
、
近
年
滑
に
国
際
連
合
技
中
心
化

す
吋
国
際
社
会
に
お
い
て
大
き
く
取

り
ヰ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

、

?

戸

U
セ
I

V

A

刀

U

2

平
成
五
年
六
月
の
世
界
人
権
会
議

え

く

せ

ん

げ

ん

お

よ

で
採
択
さ
れ
た
「
ウ
ィ
ー
ン
萱
言
及

えんじよひょうとう

ぴ
常
勤
計
画
」
で
は
、
男
女
の
平
等

な
地
准
及
、
び
伝
推
の
以
権
、
滑
に
改

性
に
対
す
る
暴
力
の
根
地
防
打
ち
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
の
国
連

Z

とつカし
強
桧
で
対
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

撤
廃
に
関
す
る
宣
言
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

か

く

し

ゆ

き

か

ん

さ
ら
に
、
各
種
国
際
会
議
、
機
関
、

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
女
性
の
人
権

きょ‘つ弘
V

よ三つ

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
平
成
七
年

ベ
き
ん
丈
I

V

A

刀
し

の
北
京
で
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議

の
「
北
京
宣
言
」
で
は
「
女
性
の
権

利
は
人
声
ざ
伊
片
。
」
と
植
わ
れ
、

仔
初
「
行
動
綱
領
」
に
は
「
女
性
と

健
康
」
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
、

pe

りよくる人そう

「
女
性
と
武
力
紛
争
」
、
「
女
共
の
川
八

滞
」
、
「
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
」
、
「
友
克
」

-
8
4
M
M
 

等
女
牲
ゅの
以
権
だ
作
品川
つ
け
沙
沙
吻
深
い

十
二
の
重
大
問
題
領
域
が
設
定
さ
れ
、

く
サ
ム
し
て
き
て
し
あ
ん

そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
な
行
動
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
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人
権
と
同
和
教
育

ゎ
明
日
潤
村
山
川
、
日
本
国
憲
法
に
お

い
て
男
伎
洞
権
が
誼
わ
れ
、
女
性
の

地
位
判
明
障
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の

そ
の
現
実
は
き
び
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
近
年
、
紋
官
の
社
会
漣
油
知

め
ざ
ま
し
く
、
働
く
ま
准
も
伏
波
多

ぷ
沈
-
J
d
h
uげ
た
が
、
仕
事
の
内
容
、
ふ

潰
途
い
課
進
、
地
位
等
川
知
い
て
不

十
分

AJ戸
市
多
い
の
も
】薄
嘆
ん庁
、けげ

そ
れ
の
慌
消
ム
コ
ム
一必
忠
君
用
均
等
法
、

女
性
の
保
護
規
定
等
国
の
い
ろ
い
ろ

な
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
じ
カ
か
ーて

身
近
冗
諒
庭
で
の
女
性
の
地
位
、

人
権
は
一
確
保
守
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

し
ゅ
カ
て
し
な
し
ろ
う
と
も
つ
日
う
し
峨
う

いW
U
ん
、
王
畑
町
山
家
庭
内
労
働
の
滞
酬
が

賃
金
に
換
算
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
に

は
な
り
ま
し
た
が
・
・
・
・
・
・
。

わ

た

し

た

ち

て

い

じ

きほ
山知選山刊し
ん
国
際
的
に
提
保
持
れ
枕

基
本
的
理
念
を
も
と
に
、
種
々
の
取

く
み
す
す
ひ
っ
ょ
う

組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
せ
し
ほ
う
り
よ
く
ひ
カ
い
し
ゃ

例
え
ば
レいよ
推
爆
坊
の
議
官
主
持
初
女

性
か
ら
の
事
情
聴
取
は
婦
警
が
行
い
、

ほ

う

と

う

と

く

め

い

報
道
に
っ
か
忙
は
、
す
べ
て
匿
名
で

書
く
な
ど
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
ど
う
さ
ん
か
く
し
や
か
い
け
い
せ
い

男
女
持
凋
参
画
社
会
の
形
成
に
む

け
て
、
市
民
か
ら
の
も
り
上
が
り
も

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

ち
い
き
し
ょ
く
ば

た
、
家
庭
、
池
誠
、
き満
場
T
d
l
ト

ナ
ー
で
あ
る
湧
准
うの
協
幼
沈
滞
て
、
ぱ

女
性
ーの
地
位
向
上
、
方
針
決
定
の
場

さ

ん

カ

そ

う

に
参
加
す
る
な
ど
市
民
総
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
こ
と
が
わ
た
し
た
ち
、
ひ

せ

き

む

と
り
ひ
と
り
の
責
務
と
考
え
ま
す
。
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5月19日(月)砂
市内の小学校球技大会tJ'"徳森公

園ヴラウ〉ドイ也で行われまレだ。

十1''1ア7ー・ミ二パスヶ、νトボー/レ
で'日頃の練習の成果き競い合いま

しだ。上位の成績(d:次のとおり。

〔ミ二パスヶ、γトボー/し〕

oAブ口、γつ (大規模校)
1位久米小、 2位平小(松組)

08ブ口、γつ (大規模校)
1位平小、 2位菅田小(竹組)
oCブ口、γつ(小規模校)
1位三善小、 2位大成小

• 

~ 5月 25 日 (日)

上須戒老人会と地区の有志約30名n大洲少年自然の家の桜
の間伐と山林の手入れき行いまレだ。密集レで弱ってきだ桜

きよみが;(，Lうぜようと行われだちので、横12広nJ>空聞き与
え，られたさ桜1eJ:、やがで見事たき花を咲tJ'せで〈れそうです。ま

だこの日teJ:、上須戒小学校PTAの人たちち、子供だちが自
然の家き楽レ〈安全l之利用でき3ようにと周辺の草刈りに汗
き流レa<レだ。暑い中、 ずi疲れさまでした。

全国錦鰻振興会で/6、5月1El 
きコイの日と定め、全国で錦鯉の

放流き行ってdlL/、己の日如法寺
河原でち、開会愛媛支部南予地区

の会員及び地元一歩会の人だちn
約1200匹の錦鯉と1ms:超九3草
魚3匹き肱川!こ放流レぎレだ。‘5月11日(日)
菅田町宇津の譲葉地区/2農産物
直売所「だんだん市Jnオーブ〉
しまレだ。取れたでの野菜tJ-<:格安

で販売され、多くの買い物客で'/2
略司一一一一 ぎわいましだ。

5月21自体)砂
南久米小学校児童と関係者tJ-<:校

区内をパレードレ、防犯意識の向

上さ呼び掛げまレ定。パレードき

前!こ行われだ出発式で/6、同校全
児童で「知Lう怠い人!と/6ついでい
きまぜん」怠どと誓い合つでいま

レだ。‘5月25日(日)
i3\~里の環境定見直そうと「つ
I}ーン大洲・肱川ウオーキンヴ」

n行われまレだ。市民約600人n
参加し、河川敷ヴラウシドき出発

点、/2上流と下流の川沿いのゴミき
丁寧/2拾って歩さまじた。

〔句、γ11ー〕
oAフ口、γつ (大規模校)
1位粟津小
2位平小 (松組)
08ブ口、γつ (大規模校)
1位菅田小 (竹組)
2位新谷小 (月組)
oCブロック(小規模校)
1位三善小
2位大成小
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博
物
館
で
は
、
夏
休
み
に
あ
わ
せ
て
、

愛
媛
県
立
博
物
館
主
催
・
第
二
十
一
回

移
動
展

「昆
虫
の
世
界
」
を
開
催
し
ま

す
。こ
の
移
動
展
は
、
「
見
虫
」
を
テ
ー

マ
に
、
熱
帯
ア
ジ
ア
と
日
本
の
昆
虫
の

形
態
的
な
特
徴
を
紹
介
す
る
も
の
で
、

昆
虫
の
生
態
系
・
生
活
環
境
、
そ
れ
に

伴
う
習
性
に
つ
い
て
、
広
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

五
月
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

若

宮

白

石

金

良

金

一
封
(
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

慰

労

金

)

菅

田

町

宮

本

和

子

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
寄
付
金
)

菅
田
町
橋
本
茂
三
治
郎

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

町

性

々

木

健

金
一

封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

回

処

久

保

良

一

今
は
も
う
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
見

虫
や
、
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
昆
虫
な

ど
が
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

平
成
九
年
七
月
十
九
日
出
j

八
月
二
十
四
日
刷

【
時
間
}

午
前
九
時
j
午
後
四
時
三
十
分

【
場
所
】

大
洲
市
立
博
物
館
五
階
展
示
室

【
休
館
日
】

月
曜
日
・
祝
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

大
洲
市
立
博
物
館

大
洲
市
中
村
六

一
八
l

一

包

@
4
1
0
7

金
一
封
(
パ
ザ
l
収
益
金
の

一
部
を

肱
北
公
民
館
へ
)
中
村
肱
北
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
教
室
(
代
)
佐
々
山
和
子

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

町

武

井

勝

利

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

奥

野

ハ

ル

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

伊

達

和

徳

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
市
社

協

へ

)

八

多

喜

町

須

田

由

江

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

佐

藤

カ

ツ

子

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

藤

本

ヌ

イ

コ

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ

)

市
長
の
資
産
を
公
開

大
洲
市
で
は
、
条
例
を
制
定
し
て
昨

年
か
ら
市
長
の
資
産
等
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
本
年
新
た
に
作
成
さ
れ
た
各
報

告
書
は
、
左
記
の
と
お
り
公
開
開
始
と

な
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
希
望
の
方
は
、

詳
細
お
問
い
合
せ
の
上
、
公
開
開
始
日

以
降
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

【
公
開
す
る
報
告
書
と
公
開
開
始
日
}

一

資
産
等
報
告
書
〔
本
年
2
月
日
日

(
任
期
開
始
の
日
)
現
在
で
の
資
産

(
土
地
・
家
屋
・
預
金
等
)
の
状
況
〕

7
月
白
日

二

資
産
等
補
充
報
告
書
-

三
所
得
等
報
告
書

}
6
月
初
日

四
関
連
会
社
等
報
告
書
-

【
公
開
時
間
}

平
日
の
9
時
l
u
時
、
日
時
j

M
時
加
分

※
閲
覧
希
望
の
方
は
申
請
書
に
よ
る
手

続
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
長
公

室
秘
書
係
含
@
2
1
1
1
(内
3
0
3
)

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一一‘w.. ‘v'凶W
喝

wι

・

阿

蔵

都

築

英

利

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
明
日
香

鶴
寿
会
・
市
社
協
へ
)

平
野
町
中
野
タ
ケ
コ

金

一
封
(
明
日
香
鶴
寿
会
へ

)

平

野

町

西

山

健

市

(
物
品
の
口
座
)

電
動
ベ
ッ
ト

一
台
(
貸
出
用
)

五

郎

井

上

隆

利

紙
オ
ム
ツ
百
二
十
枚
入
二
ケ
1
ス

(
寝
た
き
り
老
人
へ
)

平

野

町

川

野

慶

明

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

七
月
新
刊
案
内

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
概
説
稲
垣
耕
作
著

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
と
法
制
度

吉
崎
正
弘
著

西

国

哲

学

批

判

野

辺

地

東

洋

著

楽
し
く
生
き
る
ほ
う
が
成
功
す
る

加
藤
諦
三
著

菜

根

護

鎌

田

茂

雄

著

百

歳

加

藤

シ

ヅ

エ

著

気
く
ば
り
の
す
す
め
、
十
五
年
目

鈴
木
健
二
著

易

本

田

清

著

幻
の
四
世
紀
の
謎
を
解
く

'

浮
田
洋
太
郎
著

梅
桃
が
実
る
と
き
吉
行
あ
ぐ
り
著

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
素
敵
な
旅

長
谷
部
洋
著

明

治

の

学

舎

中

村

哲

夫

・

他

編

公
務
員
に
な
り
た
い
人
の
本

公
務
員
研
究
会
編

社

会

開

発

西

川

潤
編

心

の

復

活

堀

田

力

著

別
姓
か
ら
問
う
家
族
諌
山
陽
太
郎
著

非

学

歴

の

時

代

飛

岡

健

著

流

星

と

流

星

群

長

沢

工

著

骨

粗

怒

症

水

口

弘

司

著

素
晴
ら
し
い
死
を
迎
え
る
た
め
に

加
賀
乙
彦
編

活

脳

恩

考

法

行

宗

蒼

一
著

若
者
の
腸
が
危
な
い
八
木
田
旭
邦
著

大
生
活
グ
ル
マ
大
テ
ス
ト大
徳
寺
有
恒
著

人

形

今

昔

竹

日

忠

芳

著

草

木

染

め

を

楽

し

む

林

泣

童

著

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
市
田
恵
美
子
著

な
に
か
こ
と
こ
と
煮
て
み
た
き高
木
泉
著

山

本

忠

編

花
づ
く
り
ロ
か
月

12 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
流
儀

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
万
歳
/

レ
ッ
ツ
ウ
ォ

l
ク
編
集
部
編

デ
ィ

1
ト
リ
ッ
ヒ
上
・
下
M
・
ラ
イ
ヴ
ア
著

落

語

家

の

居

場

所

矢

野

誠

一

著

芭
蕉
解
体
新
書
川
本
陪
嗣
・
他
編

夏
目
激
石
・
小
泉
八
雲
の
西
海
路
探
訪

鶴
田
文
史
著

三
国

志

英

傑

列

伝

伴

野

朗

著

異

人

館

白

石

一
郎
著

あ

ば

れ

奉

行

え

と

う

乱

星

著

暗

殺

春

秋

半

村

良

著

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ラ
ブ
樋
口
有
介
著

満

月

物

語

薄

井

ゅ

う

じ

著

ツ

イ

ン

ズ

吉

田

直

樹

著

海
の
時
計
上
・
下
藤
堂
志
津
子
著

笑

い

姫

皆

川

博

子

著

聖

将

上

杉

謙

信

小

松

重

男

著

水

辺

の

ゆ

り

か

ご

柳

美
里
著

か
ぼ
ち
ゃ
の

生

活

宮

迫

千

鶴

著

人
間
の
真
実

柳

田

邦

男

著

驚
博
1

亡
命
半
島
の
真
実
植
田
剛
彦
著

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
出
会
い

日
・豪
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会
編

ハ
l
ト
ラ
ン
ド
よ
り
愛
を
こ
め
て

B
-
B
・
ヤ
ン
グ
ス
著

救
出
者

M
・
ア
ル
テ
l
ル
著

わ
た
し
を
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
か
?

C
-
フ
ォ
ー
ド
著

A
・
マ
ン
ロ

l
著

谷
口
彰
史
著

木
星
の
月

七
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
郷
土
関
係
古
文
書
」

講

師

芳

我

一
章
先
生

日
時

7
月
お
日
嗣

、、7
・

nu
il
-ょ
・
ハ
U
J

r

，、‘・

nJ
I
l-
-
-
q
u
、

場
所
大
洲
市
立
図
書
館
4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



7月号広報おおず '97

所
得
税
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

予
定
納
税
(
第
一
期
分
)

納
税
の
期
間
は
七
月
一
日

ωか
ら
七

月
三
十

一
日
同
ま
で
で
す
。
六
月
中
旬

頃
に
税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の
通

知
書
」
が
郵
送
さ
れ
た
人
は
こ
れ
に
-
記

載
さ
れ
た
第
一
期
分
の
金
額
が
納
税
す

る
額
に
な
り
ま
す
。
振
替
納
税
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
納
税
期
限
(
七
月
三

十
一
日
)
に
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座

か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

預
貯
金
残
高
の
確
認
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
の
人
は
、
納
税
期
限

ま
で
に
最
寄
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
期
限
ま
で
に

納
税
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
完
納
す
る

日
ま
で
の
問
、
未
納
と
な
っ
て
い
る
本

税
の
額
に
対
し
て
年
十
四
・
六
%
(
九

月
三
十
日
ま
で
は
年
七
・

三
%
)

の
割

合
で
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

【
予
定
納
税
額
の
減
額
の
申
請
】

本
年
六
月
三
十
日
現
在
の
状
況
で
、

本
年
分
の
年
間
所
得
や
所
得
控
除
な
ど

を
見
積
も
っ
て
計
算
し
た
税
額
が
、
税

務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
予
定
納
税

基
準
額
よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
予
定
納
税
額
の
減
額
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
減
額
申
請
の
手
続
き
}

七
月
十
五
日

ωま
で
に
「
予
定
納
税

額
の
減
額
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
洲
税
務
所

包

@
3
1
1
5
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

龍
馬
ク
ル
l
ジ
ン
グ
川
瀬
戸
内

参
加
者
を
募
集
中

土
佐
の
郷
土
坂
本
龍
馬
は
、
新
し
い

日
本
の
夜
明
け
を
夢
み
て
、
土
佐
(
高

知
県
)
を
旅
立
ち
、
肱
川
を
下
り
長
浜

港
を
船
出
し
て
長
州
(
山
口
県
)
へ
向

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
き
に
は
主
役
と
し
て
、
と
き
に
は

陰
の
立
役
者
と
し
て
幕
末
を
生
き
ぬ
い

た
龍
馬
の
人
物
像
に
迫
り
、
こ
の
地
域

と
の
深
い
関
わ
り
を
考
え
な
が
ら
、
夏

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん

4
U
 【
船
出
日
時
】

七
月
二
十
六
日
(
土
)
午
前
八
時
出

港
(
乗
船
受
付
は
午
前
七
時
か
ら
)

{
参
加
費
】

小

・
中
学
生
五
百
円
、

一
般
千
円

【
受
付
期
間
】

六
月
二
十
日

1
七
月
十
五
日

【
募
集
人
員
}

小
・
中
学

生

百

五

十

名

一

般

百

三
十
名

※
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締

切
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

官
製
カ
パ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
職
業
を
記
入
の
う

え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】

干

7
9

9

3

4

愛
媛
県
喜
多
郡

長
浜
町
大
字
長
浜
甲

4
8
0
1
3

長
浜
町
役
場
企
画
調
整
課

龍
馬
ク
ル

l
ジ
ン
グ

m
瀬
戸
内
係

8
0
8
9
3
@
1
1
1
1
(
内
線
お
)

愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

五
月
十
八
日
間
、
松
山
市
の
愛
媛
県

総
合
運
動
公
園
で
、
第
三
十
六
回
愛
媛

県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
洲
市
か
ら
も
、
選
手
十

一

人
、
応
援
三
十
人
が
参
加
し
、
各
競
技

に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

参
加
選
手
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。
選
手
名

上

甲

武

一

河

内

義

春

砲

丸

投

げ

西

田

徳

男

砲

丸

投

げ

大

石

晴

直

砲

丸

投

げ

松

中

良

砲

丸

投

げ

山

岡

頼

夫

l
o
o
m走

中

川

健

走

幅

跳

水

元

芳

夫

走

幅

跳

水

谷

武

義

走

幅

跳

東

通

弘

ハ

ン

ド

ボ

ー

ル

投

げ

村

田

昭

雄

ソ

フ

ト

ボ
ー
ル
投
げ

(順
位
に
つ
い
て
は
障
害
区
分
別
)

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
愛
媛
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
現
在
、
平
成
九
年
度
第
二
学
期
(
十

月
授
業
開
始
)
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
(
テ
レ
ビ
)
、
オ
ー

デ
ィ
オ
テ

l
プ
(
ラ
ジ
オ
)
を
利
用
し

た
視
聴
覚
学
習
で
、
十
八
歳
以
上
の
人

な
ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
、
一
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【募
集
学
生
】

O
選
科
履
修
生
(
一
年
間
〈
二
学
期

問
》
在
学
す
る
学
生
)

O
科
目
履
修
生

(
半
年
間

〈
一
学
期

間
〉
在
学
す
る
学
生
)

{
出
願
受
付
】

七
月
十
五
日
例
j
八
月
十
五
日
幽

競
技
種
目

砲
丸
投
げ

1 )11買
位位

7月5日出 (有)オクダ設備

ft24-3674 

大塚鉄工所

宮 25 -0 300 

(有)神田鉄工所

宮 24-4 1 2 2 

神南設備

宮 25-4684

城戸電業者

ft25-2944 

久保鉄工所

宮 26-0 5 3 7 

(欄土居鉄工所

宮 24 -4 5 1 9 

(有)アサノ設備

宮 24-0783

(有)南予水道住設

宮 25-1 350 

佐藤水道庖

告 24-4410

(有)星 加水道設備

宮 26 -0 0 2 0 

上甲建設側

ft24-5914 

徳森設備

宮 25 -4 0 2 3 

滝田商店

ft25-0901 

(有) 丸電工業

ft24-5351 

西田水道庖

宮 26-0265

(有)三原設備

ft24-3783 

淳 山水道工 事庖

ft24-2583 

7月6日(日)

7月12日出

7月13日(日)

7月19日出

7月20日(日)

7月21日(月)

7月26日目

7月27日(日)

2
位
3
位

3
位
2
立f
 

2
位
2
位
2
位

募
集
要
項
を
無
料
で
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
ハ
ガ
キ
又
は
電
話
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
愛
媛
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

〒

叩

松

山

市
文
京
町
三
番

愛
媛
大
学
内

8
0
8
9
・
9
2
3
・
8
5
4
4

V
A
 

A
a
u

ハH
v
n
N
U

ハH
d

・
ハ
u
d
n
λ

“η六
υ

・
n
n
U
8
A守
門

f
a

ハu
d

円
円
ム

花
火
に
よ
る
火
災
や

事
故
に
気
を
つ
け
て

夏
の
夜
を
彩
る
お
も
ち
ゃ
花
火
は

、

子
供
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽
し
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
家
庭
で
気
軽
に
楽
し

め
る
花
火
で
も
、
正
し
く
取
り
扱
わ
な

い
と
火
災
に
な
っ
た
り
、
火
傷
を
負
っ

た
り
す
る
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
た
か
が
花
火
と
思
わ
ず
、

花
火
を
す
る
前
に
は
必
ず
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

-
注
意
書
き
を
必
ず
読
む
。

-
安
全
な
場
所
を
選
ん
で
遊
ば
せ
る
0

.
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
。

-
消
火
用
の
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
0

・
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
め

て
点
火
さ
せ
な
い
。

5月末までの

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

件数 120 9 2 

負傷者 163 114 

死者 2 1 
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7月号

相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

7
月
8
日

ω
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
=
一
階
会
議
室

日
時

7
月
辺
白
川

w
m時
j
日
時

場
所
市
役
所
大
ホ
l
ル
C

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

7
月
日
日

ω
叩
時
j
日
時

場
所
菅
回
公
民
館

日
時

7
月
四
日
凶
即
日
時
i
日
時

場

所

市

役

所
二
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

。
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
@
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

四

時

j
ロ
時
、
日
時
j

M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
2
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

広報おおず '97

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

7
月
四
日
出
四
時
j

m
時

場
所
市
民
会
館

一
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
包
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま

た
は
含
@
5
6
6
0
(
政
所
)
ま
で

【
社
会
保
健
相
談
】

日
時

7
月
4
日
幽
、

n日
ω

日
時
1
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

7
月
四
日

ω
9時
j

M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

樹
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
8
@
4
4
5
2

【
青
少
年
棺
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み

ゼ

ロ

会

@
7
8
3
0

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す

日

時

毎

日

8
時
叩
八
万
j

げ
時

合

@
1
4
1
4

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

14 

|休|日l急|患|診|療|
7月6日 大久保内医院(八多喜)

(日)含 26-1131

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

j甫岡医院(三の丸)

ft24-2024 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

田渡クリニック(新谷)

ft25-3217 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

末光眼科(若宮)

合 24-1 500 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

平田医院(若宮)

ft24-1200 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

【平日夜間の急患】

月 ・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

7月13日

(日)

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

7
月
日
日
幽

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

【
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

7
月
四
日
出

日
時
j

M
時

場
所
市
民
会
館
一
階
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
@
2
1
1
1
(
内
線

3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

保健センターだより
合 24-3775

o乳幼児健康診査o
7月1日ω 平成9年2月生※
7月15日ω 平成7年12月生
7月22日ω 平成6年6月生
※は肱南・久米・肱北・喜多・

平地区の人

受付時間 13時-13時30分
実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート・

パスタオル(※のみ)

010か月児育児相談o
7月8日ω 平成8年8・9月生

連絡所のみ

受付時間 9時30分-10時

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳 ・パスタオル

o健康相談・栄養相談。
日時 7月28日(月)
10時-12時、 13時-15時

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

<)成人病検診及び肺がん・結核検診<)

日時 7月7日(月)

9時-11時、 13時-14時
実施場所 五郎多目的研修センター

く〉婦人がん検診o
実施日 7月9日(水.). 10日(村

場 所菅田連絡所

受付時間 13時-13時30分

検診料乳がん 200円

子宮がん 700円

70才以上の人は無料です。

7月20日

(日)

7月21目

白)

7月27日

(日)

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

実
施
日

7
月
3
日
同

市

立

大

洲

病

院

日

時

j
四
時

大
洲
中
央
病
院
日
時
加
分
j

m
時

。、万

保
健
所
歯
科
相
談

V
こ
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

7
月
お
日
嗣

対

象

乳

幼

児

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、

ル
、
ェ
。フ
ロ
ン

料

金

百

円

j
五
百
円

V
歯
の
な
ん
で
も
相
談

あ
な
た
の
歯
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と

な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

7
月
お
日
同
日
時
i
日
時

受
付

対

象

一
般

・

料

金

無

料

V
ほ
や
ほ
や
マ
マ
の
歯
科
相
談

間
も
な
く
マ
マ
に
な
る
あ
な
た
に
、

誕
生
し
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も

歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

日

時

7
月
凶
日
同

日
時
j

日
時

対

象

妊

婦

・

一
般
女
性

持
参
口
問
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、

手
帳

布
ノ
十
4

母
子

日

木~日曜日

曜水

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

8
@
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

※.... .... .... 
休 暮サ肱
官官 ら ガ JI [ 
日 7し 7ワ 7流
月の月レ月域
毎 8中 8オ 1の
週日の日作日風
月凶竹()0品 ω景
曜 j 文 1展 j 版
日 8化 7 7画
月展月 月展
3 21 6 
日日日
(日) (月) (日)

編
集
後
記
青
空
の
ま
ぶ
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
六
月
号
か
ら
広
報
お
お

ず
を
担
当
し
て
い
る
(
う
)
で
す
。
最

初
の
取
材
が
稚
鮎
の
放
流
だ
っ
た
の
で

す
が
、
J

ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
い
る
う
ち

に
、
バ
ケ
ツ
の
中
の
稚
鮎
は
川
の
中
へ
。

撮
れ
た
写
真
は
:
・
。
こ
れ
を
教
訓
に
今

月
号
の
錦
鯉
の
放
流
に
臨
ん
だ
の
で
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
、
つ
っ
さ
て
、
行
政

と
市
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
広
報
お
お
ず
が
今
月
五

O
O
号

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
節
目
と
し
て
、

広
報
お
お
ず
を
今
後
さ
ら
に
皆
さ
ん
に

身
近
で
、
親
し
み
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご

意

見

ご

要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

(

、つ)

8
@
2
1
1
1
(内
線
3
2
2
)
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